
■第四中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

中学生の
力をもっと

使う

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
誰もが安心・安全・笑顔で幸せに暮らせる街

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

住民同士がつながり、幅広く意見を聞きながら、「誰も」が「幸せ」に暮らせる街にしていきたい
（中学生～大学生や、若い人の意見も聞きたい、参加してもらいたい）

すぐやれる
あいさつを

きちんとかわせる
心をもたせる

若い人達の
意見を聞く

住民総出の
クリーン活動

想い

地域全体で
運動会や文化祭

を行う

クリーン活動の
回数を増やせば

参加できる日もある
のではないか？

四地区クリーン作戦を
もっと宣伝して、沢山の

方に来て(参加)してもらう
年に2回やっています

ピーポ君の家
の拡充

四中のPTA、二小のPTAに
相談をして、今日行った様

な会議をやってみます
(生徒会参加させます)

地域内
不用品交換会

イベント等に
高校生、大学生

を招待する

近隣の保育園の活動に
参加する機会があって

感じる事は、年齢差(異世代
交流)があればある程

楽しめる様な気がする

住居・行政
医療施設の集約化

地域の人々が
一体となる

活動、まつり

浅川河川敷地を
活用した地域

イベントの実施

青少対の活動の中に
「10年後の八王子を考える」

というテーマにして
勉強させてみる

(四中校長に聞く)

若い人達に
もっと参加
してもらう

アクティブ
ラーニング

物事を自分で考
えられるように

デジタル
サポートの

支援

もっと
地域に

投げかける

二小の跡地
・防災の時安心して避難場所になる
・地域のコミュニティの場所として

の活用 ※話し合いは必要
・皆で真剣に自分の事として考える

第二小学校跡地活用
は地域の

アイディアで

みどりを大切に育成
地球温暖化

情報通信技術の
有効利用

こどもを増やす為に
4地区の町会長を中心に

お見合いパーティを
やってみる

(手伝います)

遠隔支援
ネットワーク

をつくる

小・中・高・保育の合体
(コミュニティスペースを

もっとつくる〕

空家、空地を
上手に活用する

人口減少に伴う
土地の有効利用

市民センターが
ほしい

空き家の有効活用
コミュニティ
空間の確保

空き家の活用
行政にお願い…

会館のない町会を
把握して提供する

(あっても2階等はだめ)

広い場所が
ほしい

高齢者見守り制度
助け合い制度の

実施

年代別に
アンケートを

とる

（子ども緊急避難所）



■第四中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

親子が
それぞれに
尊敬しあう

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

多世代交流

【スマートシティ】

5.質の高い教育
… E-Learning

オンライン会議
スポーツ観戦
図書館など

6.自動運転
…省エネ型の移動

エネルギーの
ある小学生
・中学生を
まきこむ

歴史・文化

小学校・中学校で多
くの事にふれあう

時間を作る

【誰もが誇りを持ち
安心に暮らせる街】

災害時、互いを理解し
助け合える

雰囲気づくりが必要

地域のクリーン
活動などを

もっとアピール
する

(すぐできる)

本当の
御近所

づきあい
をしたい

時間のある方
同士で

ひとりぐらしの
支援

結婚の
つながり
づくり

小中学校の
一体化を！

誰もが
幸せと思える

まち

年代別の
アンケートを

まとめる

街路樹の
整備

【コンパクトシティの建設】

3.にぎわいの復活
…集約化した空地の有効利用

(耕作地、文化施設、スポーツ施設)

4.環境問題
…公共交通機関利用で省エネ、
空気の浄化

【環境】

1.みどりの拡大…
緑被率58％(Ｈ29年度)→70％以上

2.生き物を大切にして多様性維持、
子どもの教育、侵略的外来種の駆除

3.ごみのない生活環境、市民全員参加
型、クリーンデイ

【スマートシティ】

9.農・林業の最適管理
…品質の向上増収

10.空き家、大規模空地の情報
…地域コミュニティの場、

防災拠点の確保

【環境】

ワイヤー
（電線・電柱）が

無い方が良い

スローガン

「かけがえのない
八王子の自然・文化
を大切にして
みんなが将来に夢を
持てる地域の創造」

【誰もが誇りを持ち
安心して暮らせるまち】

郷土愛を
育めるような

施策展開が必要

お互いが
お互いを
理解する

子づくり

顔みしりに
なって交流

コミュニティ
の場

高齢者との
つながり

出会いの場を
増やす

歴史
文化

を大切にする

八王子を
誇りに

思う為に

若者との
つながり

市が少し
お金を出し

若者をまきこむ
団体をつくる
(今のPTA位の

人から)

【少子高齢化、まちの空洞化対策と
してコンパクトシティの建設】

2060年には人口36万人都市
消滅都市とならないように

すべて市との
話し合いで

決まる
1番は予算

【誰もが誇りを持ち
安心して暮らせるまち】

地域住民が集い
コミュニケーションを

図れる場所が必要

【笑顔で

暮らせる街】

地域のコミュニティ
交流する場の整備

道路の整備
安心に歩ける

道の確保
(すぐにとりく
んでほしい)

今回みたいな
話し合いを

もっと身近に
たくさんやる

どういう街づく
りをしていくか
皆に伝達して

いく(方法は？)

【スマートシティ】

7.行政・金融サービスの簡素化
…手続きなどデジタル化、一元化

8.観光情報
…わかりやすく魅力的な発信

【コンパクトシティの建設】

1.行政サービスの充実
…子育て支援・住居費補助

2.生活の利便さ…徒歩、自転車で済
む距離に機能を集約

【スマートシティ】

1.電気・水道・ごみ
…再生可能エネルギー

など最適管理

2.防災…河川増水、崖く
ずれなど迅速な避難

【スマートシティ】

3.遠隔医療・介護…診療
データの活用、健康寿
命をのばす

4.安全なまち…センサー
など活用した防犯

個人情報の取扱いに
特に注意

【ICT(情報通信
技術)を活用した
スマートシティ】

データの利活用
他都市、国との連携

利用できない人
への配慮が必要

公園→会館
絶対必要

これは市と
話しあう

樹木も必要

十数年の長期
スパンで考える

つながり
交流・助け合い

①

ICTの利用
②③④

⑪

⑩

⑦

⑤

環境
⑧

⑨

⑥

行政サービスの拡充

参考図書：
ロバート パットナム
「哲学する民主主義」
→つながりが大事

１番は
二小の跡地の
有効活用を

自分の事として
興味を持つ

2番は
四中の建て替え
をもっと身近に

考える

二小の跡地の
有効活用

二小の跡地

つながりを作る場
として活用

地域の自然、歴史・文化を大切にする
郷土愛を育む

新しい技術も活用


